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審査要旨 
 本論文は戦国時代の秦に淵源し、秦代をへて漢代に継承され、とくに漢代の皇帝支配の秩序構造を
めぐって論争されてきた“二十等爵制”に対し、古代中国の法制に関する最新の出土文献を駆使して
分析したものである。序章から終章まで八章で構成され、各章の要旨は以下の如くである。  
 序 章「二十等爵制研究の総括と問題の所在」：二十等爵制研究に関する学説史を総括し、民爵賜与の
問題に集中してきた従来の議論を克服するため、これを一貫して国家側の視点からその機能を分析し、か
つ諸侯王・列侯・官爵も検討の対象に加える分析方法を提示する。 
 第一章「民爵賜与の成立」：戦国秦から前漢初期までの爵制の変遷を検討し、国家が民衆を「爵制的秩
序」に組み込んでゆく過程を分析する。その結果、民爵賜与が戦国時代から郷里社会を秩序化するために
実施されたとする西嶋定生学説の中心部分が否定され、前漢初期の戦時体制が終了した恵帝即位年に初め
て全国の民衆を対象とする民爵賜与が実施されたとする。さらに景帝期を境に、全国の民衆を一律二十歳
で「傅」すると共に、彼らを民爵賜与によって一律に「爵制的秩序」に組み込む体制が確立したと論ずる。
 第二章「功臣層の形成」：高祖のとき楚漢戦争従軍者に第五級大夫以上の爵位を賜与したが、恵帝期以
後に民衆を兵役・徭役従事者として第四級不更以下の爵制的秩序に組み込むと、楚漢戦争ないし異姓諸侯
王討伐に従軍した者が「宦皇帝者」という特権的地位が与えられ、これより大夫以上の爵位は国家に対す
る特別な功績を挙げた者に限定され、民衆に与える不更以下の爵位との間に区別が生じたと論ずる。 
 第三章「功臣層の特権的地位とその消滅―漢初高祖功臣位次考―」：前漢の建国に貢献し、第二十級列
侯に封じられた功臣層没落の背景を検討する。景帝の宗廟制度改革は傍系から即位した父文帝に正統性を
与えるための措置であったが、とくに武帝期において高祖功臣列侯がその助祭の不備を理由に多数国除さ
れ、あるいは紹封が停止されて没落したと論ずる。 
 第四章「功臣層の形成と消滅の背景―郡国制の形成と展開を手がかりに―」：高祖は異姓諸侯王を排除
して劉氏一族を諸侯王とし、功臣層にその“合意”を取り付けるため彼らを列侯に封じ、ここに彼らと劉
氏一族による「天下」安定の構図が成立したこと、その後傍系の文帝が即位すると劉氏一族の間に対立が
生じ、呉楚七国の乱へと発展し、次の景帝はこれを機に中央集権化を推進し、そのため功臣層との合意は
無効となり、彼らの特権的地位も消滅したと論ずる。 
 第五章「察挙制度の確立と「官爵」の形成」：呉楚七国の乱を契機に高祖以来の体制が解体し、それま
で中央・地方官界のポストを独占していた功臣層が没落し始めると、官界から功臣層の影響力を排除する
ため、漢は新たに「察挙制度」を整備し、人材を選定・推挙する権限を官秩 600 石以上の高級官吏に限定
し、これに対して第九級五大夫以上の爵位を賜与し、彼らをそれ以外の吏民と区別したと論ずる。 
 第六章「二十等爵制の機能と「共同統治」理念―「帝賜」の構造と変遷を手がかりに―」：最期に、前
漢の皇帝が諸侯王・列侯・官吏・民衆に賜与する「帝賜」について検討し、二十等爵制の本質的機能
とそこに籠められた支配理念を分析する。それに基づき、二十等爵制は皇帝がすべての人々に公的職
務を付与するために運用され、「帝賜」は彼らの担う職務内容を賜与物の量や種類によって差異化す
るために実施されたとする。またその背景には、皇帝が領域内に居住するすべての人々に公的職務を
分掌させ、彼らと共に天下を統治しようとする「共同統治」の理念が存在すること、しかしそれは漢
が独占的に天下を統治している状況をカモフラージュする装置として機能していた、と論ずる。 
 終 章「総括と結論」：以上の各章の結論を総括する。 
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 二十等爵制の研究は、日本では鎌田重雄・栗原朋信両氏によって着手され、後に守屋美都雄氏が『商
君書』境内篇に対する厳密な史料批判によって戦国秦の爵制を分析したのが出発点である。その研究
を大きく発展させ、とくに民爵賜与を中心に分析して、中国古代における皇帝支配の特質を論じ、学
界に大きな影響を与えたのが西嶋定生氏の研究である。西嶋氏は秦末に挙兵した劉邦集団の性格を「家
父長的家内奴隷」とする説を提起したが、濱口重國氏の反論でこれを撤回し、それに替わる新たな説
として提起したのがその二十等爵制論だった。その爵制論の背景には、氏族制の解体により自立的秩
序を失った郷里社会に対して、血縁関係に依拠しない新たな秩序を構築するために形成されたとする
基本的な理論的枠組みがある。この新説に対しても多くの論争が起こったが、本論文ではこのような
学説史を丁寧に整理している。 
 また本論文には二つの重要な先行研究と近年の出土法制資料が大きく寄与している。すなわち西嶋
説では、民爵賜与と恩赦・女子百戸牛酒・酺を不可分のものとしているが、籾山明氏は両者を切り離
し、民爵賜与は郷里社会を媒介せずに皇帝と民衆を「公的事業の組織者」と「奉仕者」として直接に
結び付ける機能を果たした、と反論している。本論文ではこの籾山説を基礎としている。また劉邦集
団の性格に関する近年の成果として、前漢建国に貢献した功臣層に対する李開元氏の研究がある。本論
文ではこの李開元氏の研究を批判的に継承して、功臣層の動向と二十等爵制との関係を詳細に分析してい
る。これら二つの先行研究を基礎として、本論文で最も重要な役割を果たしているのが、秦末漢初の法制
に関する出土資料の張家山漢簡「二年律令」である。本論文ではその独自の分析を通して、「官爵」と「民
爵」の区別が功臣層の消滅と即応して景帝末～武帝期以降に形成されたとし、それに基づき二十等爵
制の新たな概念を提示している。すなわちそれは漢の皇帝が領域内のすべての人々に公的職務を付与
するため運用され、「帝賜」は彼らの担う職務内容を賜与物の量や種類によって差異化するため実施
されていた。こうした施策の背景には皇帝が領域内に居住するすべての人々に公的職務を分掌させ、
彼らと共に天下を統治する「共同統治」の理念があり、しかしそれは現実に漢が独占的に天下を統治
している状況を正当化する装置として機能していた、というのがその結論である。 
 本論文は一次資料の張家山漢簡の分析を基礎とする漢代二十等爵制研究の最新の研究成果である。
個々の綿密な分析と考証を積み上げ、漢代の支配体制の理念と現実を総合的に提示している。ただ張
家山漢簡の直後の時期の法制資料と想定される「睡虎地漢簡」の公表が間近く、その公表によって本
論も一定の影響を受ける可能性もあるが、現時点でのその研究成果は博士（文学）の授与に十分価するもの
と評価される。 
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